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1. はじめに

最近 語學敎育 一般的 敎師 監督 强調 語學敎育 成果 敎師までの では に の が され の は によると

大 考 方 一般的 現在 反對 學習者 積極的 役割 認ころが きいという え が であったが では に の な が

學習者 理論 出發點められるようになり ストラテジー の になった。

日本語敎育 年 前後 學習者中心 敎育 目 向においては を して の に が けられるように

學習 硏究 行 始 際 海外 英語敎育 學なり ストラテジーの が われ めた その には の における。

習 硏究 影響 受 中 學習 理論 構築ストラテジー の を けたが その でも ストラテジー を した

日本語譯 影響 大 特 後者と は の は きい に で。

學習 分類 言語學習 調査法の ストラテジーの と ストラテジー

開發 日本語敎育 學習 硏究者 缺の は における ストラテジーの にとって

伊東 楠本 石橋 櫻井 村野かせないものとなっており など

日本語學習者 對 採用 硏究 多のように に して を した が くされている。

忠南大學校 客員敎授 日本語敎育學



日本語敎育 場合しかし ネウストプニー は のストラテジーについて の

學習者 取 扱 修正 必要 指摘ストラテジーの り いにいくつかの が だと した。

著者 項目 修正 加 韓國 日本語專攻學生 學習も の の に を えて での の ス

調査 行 調査 結果 自己評價 日本語能力 日本語能力トラテジー を った の から による では が。

高 高 學習 使用 來日經驗 日本語學院 日本語學校ければ いほど ストラテジーを しており や

學習 學習 使用 影響 敎 側 學習者 對での が ストラテジーの に があることから える は に して

早期 學習 使用 促 指導 必要 指摘 自己評價 主に ストラテジーの を す が であることを したが の

觀的日本語能力差 結果 點 客觀性 乏 客觀性 具體からの である は に しいといえる より のある。

的 日本語能力 學習 關係 明な と ストラテジーの が らかにされなければならない。

敎 側 學習者 使用 重要性 認識 指導 學習さらに える が のストラテジー の を して しなければ

者 自律學習 使用 學習 槪念の において される ストラテジーの 確立 學習者も されないし の

日本語習得過程 有効的 學習 指導 望における な ストラテジーの は めないのである。

韓國人日本語專攻學習者 日本語 習得 過程 使用 學習そこで が を する で している ストラテ

構造 分析 學習者要因 學習 使用 影響 與ジーの を しどのような がどんな ストラテジー に を えて

具體的 明 韓國人日本語學習者 學習いるのかを に らかにしていく そのためには のための ス。

尺度 作成 不可缺トラテジー の が である。

本硏究 韓國人日本語專攻學習者 日本語 習得 過程 使用よって では まず が を する で して

學習 測定 尺度 作成 目的いる ストラテジーを するための を することを とする。

2．學習 定義ストラテジーの

本硏究 以下 定義 伴 岡崎 定義 採用 硏究では の の と ら の を し を

進めていく。

定義の

學習 易 早 樂 自主的 効果的 新をより しく より く より しく より に より に そして

狀況 素早 對處 學習者 具體的 行動しい に く するために がとる な である

宍戶 伴譯 拔粹より

伴 岡崎 岡崎 定義の

學習者 知識 効果的 構築 際 用 方策 手段及 自 學習能が を に しようとする に いる び らの

力 促進 操作を させる

學習者 同時 敎師 槪念 確立ネウストプニーは ストラテジーと に ストラテジーという をしっかり させ

必要 述る がある と べた。
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3. 調査 方法の

3-1. 學習 質問紙 構成ストラテジー の

本調査 質問紙 朴 一部修正 作成 構成 學習の は を して したものである その は ストラ。

調査 項目 段階評價 及 自由記述テジー についての とフェイスシート び からなる。

項目 學習 表 示の ストラテジーを に す。

表 學習 項目ストラテジー

單語 記憶 文章 會話 中 入 覺を しやすいように や の に れて える。
漢字 表 作成のカードや を する。
新 單語 體 表現 覺しい は で して える。
壁 單語 文章 表 貼 覺などに や などのカードや を って える。
新 單語 覺 單語 音 連結しい を えるために その の とイメージを させる。
日本語 歌 中 日本語 覺の の から を える。
授業 復習の をする。
新 單語 文章 韓國語 照 合 覺しい や を と らし わせて える。
覺 敎材 引 塗えやすいように にアンダーラインを いたりマーカーなどで ったりする。
敎科書 先生 說明 自分 書 込に の を なりに き む。
單語 文章 繰 返 書や を り し いてみる。
單語 文章 繰 返 言や を り し ってみる。
日本人 話 方の し をできるだけまねしてみる。
日本語 發音 練習の の をする。
知 日本語 文脈 使っている をいろいろな で う。
積極的 日本語 會話に で をはじめる。

衛星放送 日本語 映畵やビデオなどで の をみる。
日本語 會話 聞の テープなどを く。
日本語 單語 似 言葉 音聲 語彙 文法 韓國語 探の と ている を に す。
日本語 表現 韓國語 翻譯 理解の を に して する。
授業中 要點 要約 書だけをノートに して く。
日本語 長 文章 讀 話 聞 日本語 要約 重要 點の い を んだり を いて で したり な をチェックする。
日本語 文章 逐語譯の を はしないようにする。
日本語 文章 先 讀 最初 注意深 讀の を にざぁっと んでから また から く む。
辭書 利用を する。
日本語 單語 覺 漢字 連結 覺の を えるとき と して える。
日本語 會話中 適切 單語 思 出の に な が い せないとき ジェスチャーをする。
日本語 單語 思 出 同 他 單語 句 使の が い せないとき じイメージをもつ の や を う。
日本人同士 話 注意 聞が をするときは して く。
敎科書以外 參考書 使 日本語 勉强に を って を する。
授業 豫習の をする。

機會 探 日本語 使いろいろな を して を おうとする。
自分 使 日本語 間違 時 二度 間違 努力 勉强の った が った と わないように して する。
他 人 日本語 話 時 集中 聞の が で をする して く。
日本語 關連 講習會 集 積極的 參加に した まりに に する。

日本語 日本語 讀 機會 探できるだけ を で む を す。
日本語 日記 書で を く。

每日一定時間 日本語 勉强の をする。

日本語 話 時 自信 感 時で をする に がなくなったり ストレスを じたりした リラックスする。
宿題 レポートはする。
試驗勉强 時 重要 思 勉强する だと うところだけ する。



日本語學習 先生 友人 相談について や に する。
間違 恐 日本語 使いを れずに を う。
日本語 話 人 探で かけることのできる を す。
日本 雜誌 讀のマンガ などをよく む。
日本語 聞 取 時 少 話がよく き れない しゆっくり してくださ 一度言い とか もう ってください。 。

願とお いする。
日本語 話 時 間違 直を す ネイティブ スピーカーに ったところを してもらう。
友人 又 日本語 勉强と は グループをつくって を する。
先生 日本語 質問に で する。
授業以外 日本語 文學作品 讀に の を む。

朴 採用 項目 調査法 中 韓國人學習者 相應 項目の した は の の で に しくない

除 修正 加 豫備調査 記述式質問 回答 先行條件 中を いたり を えたりしたほか による の や の か

韓國人學習者 言語學習 適當 加 作成ら にとって ストラテジーとして なものを え したもの

である。

來日經驗 有無 有 場合 期間フェイスシートは の の は 日本語學院 學習經驗での

有無 有 場合 期間 高校時 第 第 外國語 選擇 有無 日本語の の は における または の の

對 態度 好 嫌 日本語能力 自己評價 上級 中級 初級 質問 氏名に する き い の の と

性別 大學名 學年等 記入 作成 學習者 特 使用 學習方を するよう した また が に している。

法 書 自由記述 欄 設 被調査者 全 日本語專攻 學生があれば いてもらうために の を けた は て の。

日本語 習得 途中 誤解 質問紙である ただし を している であることから をさけるため。

言語 學習者 母語 韓國語 韓國語版質問紙 朴 修正 尙且の は の である にした は を し。

修正 部分 關 加つ した に しては ネイティブ スピーカー バイリンガル を えて バック

行 改訂 使用 回答 大體トランスレーションを ない したものを した は いつもする する。

時 全然 段階 求々する あまりしない ほとんどしない しない の で めた。

3-2. 被調査者

本硏究 目的 趣旨 相應 韓國 日本語學習者 對象 韓國大田廣域市の の に しい の を とし にある

四年制大學 四校 調査 許可 得 被調査者 大學校 國立 大學校 私立 大の に の を た は。

學校 私立 大學校 私立 日本語關連學科 學年 學習者 名 回答の の の であった の。

中 他專攻 學習者 不備 含 除 最終的 有効回には の や なものが まれていたので それらを き な

答者數 名 女子 名 男子 名 各大學 被調査者 內譯 表 示は になった の の は に した。 。

本稿 來日期間 檢討 除では の は いた。
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表 被調査者大學別 性別 內譯と の

大學 大學 大學 大學 合計

女子學生

男子學生

計

4. 結果 考察と

4-1. 因子分析 尺度 構成による の

先 學習者 學習 構造 檢討 學習 項目ず の ストラテジーの を するために ストラテジー につ

因子分析いて 行 以下 項目を った この を。

呼 回轉法 因子抽出 主因子法 用 固有値と ぶ バリマックス を い。

以上 因子 抽出 結果 因子解 適當 判斷 因子負荷量 以上 項目 因の を した を と した が の を。

子解釋 手掛 第 因子 項目 第 因子 項目 第 因子 項目 第 因子の かりとし で で で で

項目 第 因子 項目 第 因子 項目 第 因子 項目 第 因子 項目 第 因子で で で で で

項目 第 因子 項目 用 因子 累積寄與率 各因子で を いた までの は である ごとの。 。

寄與率 因子 以上 因子 因子 因子目は までがそれぞれ では で になる は。

項目 內 項目 因子 項目 重 因子負荷量 高 方 因子 入の が の と なったので の い の に れ

因 因子目 除 因子 各項目 回轉後 因子負荷量 表た って は き それぞれの における の の を。

示に した。

次 因子 檢討 結果 第 因子 項目 目標言語 使 機會にそれぞれの について した の は を う を

求 積極的 日本語 人 質問 仲間 作 勉强め に のできる にわからないところを したり を って し

相手 必 他者利用 名 第 因子 日本語たり が ずいるところから と づけた は でコミュニ  。

日本人 話 方 發音 練習 日ケーションができるようになるために の し のまねや の をしたり

本語 使 使 機會 探 練習 項目 會話練をいろいろ ったり う を したり リピート をする なので 

習 名 第 因子 項目 日本語 關 知識 得 注意集中と づけた の は に する などを るために してい 。

努力 態度 窺 注意集中 第 因子 項目る をしている が えることから とした の は こつこつ  。

積 上 昔 語學學習 基本 代表 積 重 名と み げていく ながらの の を しているので み ね と づけた  。

第 因子 衛星放送 歌 媒體 學習 項目 利は や やマンガを として する であることから メディア 

用 名 第 因子 項目 一人 學習 場合 漢字 辭書 文字 媒體と づけた の は で する に や からの を と 。

因子分析 互 相關 變量 持とは いに のある の ってい、 情報 少數個 潛在的 因る を の な、

子 縮約 統計的方法に する つの である。



知識 明確 記憶 使用 考 文字して を にしたり または するために したりすると えられるため 

依存 名 第 因子 項目 單語 記憶 工夫と づけた の は を するためにいろいろな がされている 。

記憶工夫 第 因子 項目 日本語 母語 照 合ので とした は いずれの も を に らし わせたり  。

翻譯 覺 對照分析 名して えようとしたりするので と づ  第 因子 日本語 單語けた は の や。

表 學習 因子分析 結果ストラテジーの の

項目 因子

共通性

第 因子 他者利用

日本語 話 時 直で す ネイティブスピーカーに してもらう

先生 日本語 質問に で する

友人 又 日本語 勉强と はグループをつくって を する

間違 恐 日本語 使いを れずに を う

日本語 話 人 探で しかけられる を す

日本語 關連 講習會 集 積極的 參加に した や まりに に する
第 因子 會話練習

日本語 發音 練習の の をする

知 日本語 文脈 使っている をいろいろな で う

日本人 話 方の し をできるだけまねしてみる

機會 探 日本語 使いろいろな を して を おうとする

單語 文章 繰 返 言や を り し ってみる
第 因子 注意集中

日本人同士 話 時 注意 聞が をする は して く

敎科書 先生 說明 自分 書 込に の を なりに き む

日本語 文章 先 讀 次 注意深 讀の を にざぁっと んでから に く む

他 人 日本語 話 時集中 聞の が で をする して く

敎材 引 等 塗にアンダーラインを いたりマーカー で ったりする
第 因子 積 重み ね

授業 復習の をする

授業 予習の をする

每日一定時間日本語 勉强の をする

敎科書以外 參考書 使 日本語 勉强に を って を する
第 因子 エンジョイ

衛星放送 等 日本語 映畵やビデオ で の をみる

日本語 歌 中 日本語 覺の の から を える

日本語 雜誌等のマンガや をよむ
第 因子 文字利用

日本語 單語 覺 時漢字 連結 覺の を える と して える

辭書 利用を する
第 因子 記憶工夫

新 單語 体 表現 覺しい は で して える

日本語 單語 記憶 文章 會話 中 入 覺の を しやすいように や の に れて える

新 單語 覺 單語 音 連結しい を えるためにその の とイメージを させる
第 因子 對照分析

日本語 單語 似 言葉 音聲 語彙 文法 韓國語 探の と ている を に す

新 單語 文章 韓國語 照 合 覺しい や を と らし わせて える

日本語 表現 韓國語 翻譯 理解の を に して する
第 因子 作成サマリー

壁 單語 文章 表 貼 覺などに や をなどのカードや を って える

漢字 表 作成のカードや を する

固有値

寄与率

回轉法 法 第 因子 最終的 學習 尺度 除 參照バリマックス は に ストラテジー から く 。
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漢字 表 作成 覺 項目 構成 作成の やカードを して えようとする で されているので サマリー と  

以上 因子 說明 用 項目 下位尺度 構成した ここでは の の に いた からの つの を するこ。

とにした。

4-2. 下位尺度間 相關 信賴性の と

表 下位尺度間 相關 各下位尺度 信賴性係數 示 各下位尺度 相關に の と の を した のα 。

學習 測定 共通 面 相對的 獨立は いずれも ストラテジーを しているので する をもつが に し

考 各下位尺度 一貫 內容ていると えられる また が した をもっているか いいかえると。

等質性 檢討 係數 求 結果 多 下位尺度 信賴性があるかどうかを するために を めた は くの でα 。

確認があることが された。

表 下位尺度間相關 信賴性係數と

他者利用 α

會話練習 α

注意集中 α

積 重み ね α

利用メディア α

文字依存 α

記憶工夫 α

對照分析 α

作成サマリー α

尺度 除 參照 注 對角線部分 係數から く が。 α

4-3. LeSSKo-50 各下位尺度 關係と との

各下位尺度 關係 相關係數 調 結果と との をみるために を べた から まで

全體 因子 下位 相關 低 傾向 示 主であった として が のものほど が くなる を すが これは にそ。

因子 代表 項目數 少 第 尺度 相關係數 他の を する が なくなるためである の は にすぎず。

因子 比 相關 低 以後 因子 項目 下位の に べ との が い したがって これ。

尺度 尺度 構成 以下 版 呼 次節以降からこの を することにした この を と び。

檢討で する。

4-4. LeSSKo-50 LeSSKo-31 關係と の

平均 標準偏差 表 示と の と を に した。



表 平均値 標準偏差と の と

平均値

標準偏差

相關係數 兩版間 强 相關と のピアソンの は であった には い。

係數があるといえる また は であった したがって は の。 α 。

代 使用わりに できるといえる。

4-5. LeSSKo-31 全體的傾向の

得點 分布 圖 示 件法 回答 求による の をヒストグラフ に した で を めている。

得點 範圍 點 分布ので の の は に する。

圖 何箇所 空白 全體的 正規分布 近 形狀をみると か のところもあるが には に い をなし

調査 結果 被調査者 一般性 反映 推測ている つまり による の は の を していると。

される。

得点

17016015014013012011010090807060

人
数

30

20

10

0

標準偏差 = 19.64  

平均 = 125

有効数 = 233.00

圖 得點 分布の の
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4-6. LeSSKo-31 學習者要因 關係と の

檢定 結果 日本語 好 學習者 平均値 方 嫌の が きである の が いであ

學習者 平均値 學習 多 使用 兩側檢る より ストラテジーを く していた

定 來日 經驗 學習者 平均値また の のある は。

行 學習者 平均値 多 使用ったことのない より ストラテジーを く してい

兩側檢定た 目標言語 國 好意的 態度 國の について な をもち その に。

行 經驗 學習 使用頻度 多 働 考ったことのある は ストラテジーの を くする きがあると えられ

る。

兩條件 有意差 學院 學習經驗に がみられなかったのは での 有 平均の

無 平均値 兩側檢定 高校 日本語選擇 平均と での

値 非選擇 平均値 兩側檢定

男 平均値 女 平 別 兩側檢ならびに

定 學院 行 行 學習であった したがって に っても かなくても ストラ。

使用 同 使用 高校 時 第 外國語 日本語テジーの は じように しており また の に として を

選擇 學習 使用頻度 差 出 性してもしなくても ストラテジー に が てこないことがわかった。

別 男子學生 女子學生 間 得點 差 同 學習では と との で の に がなく じように スト

使用 性別 全體的使用頻度ラテジーを しているといえる よって はストラテジーの にはほ。

影響とんど しないことがわかった。

4-7. LeSSKo-31 下位尺度別 關係の の

下位尺度 日本語 好 嫌 別 平均値 標準偏差 檢定それぞれの ごとに の き い の と および

結果 表 示の を に した。

詳 日本語 態度 場合 他者利用 會話練習 注意集中 積しくみると への の は み

重 文字依存 因子 水準 對照分析 水準 有意ね メディア の つの が で は で で

記憶工夫 有意傾向 日本語 好 日本あり は にあった このことから が きであるという。

語 對 態度 日本語習得 學習 多 使用 重要 働に する が のための ストラテジーを く させるのに な き

をしているといえる。

檢定 條件 平均 差 偶然 差 否 判定 偶然 差 判定 場は の の が の であるか かを する の でないと された、 。

合 差 有意差 認その は と められる、 。

名中 名 半數以上 大學以外 機關 日本語 學習 大學 日本語 授業の が の で を している の の だ。

不充分 考 學生 多けでは だと えている が い。



表 日本語 態度 得點 平均値 標準偏差の による の と

他者利用 會話練習 注意集中 積 重み ね

日本語 好 嫌き い 好 嫌き い 好 嫌き い 好 嫌き い

平均値

標準偏差

利用メディア 文字依存 記憶工夫 對照分析

日本語 好 嫌 好き い き 嫌 好 嫌い き い 好 嫌き い

平均値

標準偏差

表 來日經驗 有無 他者利用 水準にみるように の については メディア に で

注意集中 水準 有意 他 因子 關 有意は で であり その の に しては ではなかった メ。

利用 使用 有意 多 日本 環境 直接日本 文化 接ディア の が に いということは という から の に

刺激 樂 來日經驗 無 學生することが となって しみながらできるストラテジーを の い より

利用 推測 對 積 重 文字依存 對照できるのではないかと できる これに して み ね。

分析 敎室中心 傳統的 學習 場などのストラテジーは で な の でのストラテジーで あって

來日經驗 關係 薄とは が い。

表 來日經驗 有無 得點 平均値 標準偏差の の による と

他者利用 會話練習 注意集中 積 重み ね

來日經驗 あり なし あり なし あり なし あり なし

平均値

標準偏差

利用メディア 文字依存 記憶工夫 對照分析

來日經驗 あり なし あり なし あり なし あり なし

平均値

標準偏差
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學院 學習經驗 有無 同樣 結果 示 表 表 學での の についての の を したのが である をみると。

院 學習 有無 積 重 水準 有意 注意集中 有意傾での の については み ね が で であり は

向 他 因子 關 有意 學院 學習經驗 學習者 學院で その の に しては ではなかった で のある は。

授業 學院 敎材 復習 豫習の についていくために での の や をしなければならないことから

學習量 學習時間 學院 學習經驗 人 多 勉强 積 重も での がない より くなり こつこつ の み ね

多 使用 推測 敎材 增 日本語敎師 接觸時間 增ストラテジーが く されると される も え との も。

加 學習方法 情報 多 注意集中 使用 促進 傾向し の も くなるので ストラテジー が される に

考あると えられる。

表 學院經驗 有無 得點 平均値 標準偏差の の による と

他者利用 會話練習 注意集中 積 重み ね

學院學習 あり なし あり なし あり なし あり なし

平均値

標準偏差

利用メディア 文字依存 記憶工夫 對照分析

學院學習 あり なし あり なし あり なし あり なし

平均値

標準偏差

高校 日本語選擇 有無 同樣 結果 示 表 表 高での の について の を したのが である から。

校 日本語選擇 有無 場合 積 重 水準 有意での の の み ね だけに で であった このこと。

高校 日本語 第 第 外國語 日本語 選擇 學習者は で を または として を した はそうでない

學習者 日本語 學習期間 長 高校 日本語等 學習經驗より の が いことと での の がこつこつと

積 上 式 傳統的 使用 促進 考 他み げ の なストラテジー を させたものと えることができる の。

下位尺度 關 高校 日本語 旣 學習に しては で を に してきたとか しなかったことはほとんど

影響 考がないと えられる。

表 高校 日本語選擇 有無 得點 平均値 標準偏差での の の による と

他者利用 會話練習 注意集中 積 重み ね

高校選擇 あり なし あり なし あり なし あり なし

平均値

標準偏差



利用メディア 文字依存 記憶工夫 對照分析

高校選擇 あり なし あり なし あり なし あり なし

平均値

標準偏差

表 男女別 同樣 結果 示 表 男女別は について の を したものである をみると において。

注意集中 水準 女子學生 有意 差 利用 水準 男子は が で に な があり メディア に で

學生 方 有意 差 女子學生 方 男子學生 授業中の に な があった このことから の は より の。

敎材 線 引 色 作業 把握ノートとりや に を いたり をつけたりするこまめな や ポイントを しよ

多 使用 男子學生 方 女子學生うとするストラテジーを く していることがわかる また の は。

利 使用 多より エンジョイしながらできるメディアを したストラテジーの が いことから

從來 學習方法 違 新 志向 以上 結果の とは う しいマスメディア にあるといえる の は。

妥當性 尺度 示が のある であることを しているといえる。

表 男女別 得點 平均値 標準偏差の による と

他者利用 會話練習 注意集中 積 重み ね

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

平均値

標準偏差

利用メディア 文字依存 記憶工夫 對照分析

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

平均値

標準偏差

4-8. 下位尺度 學習者要因 比較による の のまとめ

檢討 結果 學習 使用 全 下位尺度で した をまとめてみると ストラテジーの が ての に

有意 有意傾向 大 日本語 好 態度 來日經驗 他または に きかったのは は きという であった は。

者利用 注意集中 利用 有意 大 學院 學習經驗者メディア に に きかった での は。

積 重 有意 多 使用 注意集中 多 使用 傾向 高校み ね を に く しており は く している にある。

日本語 選擇 學生 高校 時 基本的 積 上 學習法 身で を した は の から なこつこつと み げていく を に
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積 重 多 使用 性別 女子學生 注つけていることから み ね を く している においては が。

意集中 男子學生 利用 有意 多 使用を が メディア を に く していることがわかる。

會話練習 日本語 好 態度以外 有意差 見ここで において が きという に が られなかったこ

學習者全體 他 要因 多 使用 外國語專攻とは が の にかかわらず く していることであり と

會話 使用 當然して のためのストラテジー は ともいえる。

5. 今後 課題まとめと の

本硏究 質問紙調査 得 因子分析 統計的手法 使 分は から られたデータを という を って

析 結果 學習 尺度 作成 檢討した から ストラテジー を した ここで したように。

信賴性 妥當性 使 韓國人日本語學習者 學習と のある を うことで の ストラテジー

使用 實態 全體的 把握 日本語敎育 現場 敎師 學習の の を に することができ そのことは の で や

者 役 立 考に に つものと えられる。

今後 學習者 敎師 行動 中 今 使と のインターアクション の で まさに われているストラ

觀察 捉 實際 習得過程 實態 視テジーを し えることで の におけるストラテジーの をミクロの

點 明 必要 思 問題 日本語學習から らかにする があると われる また ここで にした でのスト。

以外 學習 含 一般的 學習 一部ラテジーは それ の を めての もっと な ストラテジーの である

考 點 檢討 必要 客觀性 日本語能力 學と えられる この についての も である また のある と。 。

習要因 學習 者 關係 具體的 明と ストラテジーの の を に らかにしなければならない。

筆者 旣 日本語能力 學習 關係 試 朴 紙數 都は に と ストラテジーとの を みている の。

合 學習者 日本語能力 關係 割愛 得 日本語能力 測定により の との は せざるを なかった の には。

用 質問紙回答者 群 分 詳 次 機會 發を いて を つの に けた しいことは の にまとめて。

表 考したいと えている。

付記 本稿 朴 部 加筆 修正 加は の に し を えたものである。

日本語能力簡易試驗 小林とは をはじめとす

筑波大學留學生 硏究 開發 日本語能力 簡單且 短時間 測る センターの グループが したテストで を つ で

定するものである。
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要 旨

本硏究 韓國人日本語專攻學生 日本語 習得 過程 使用 學習は が を する で している ストラテジーの

構造 分析 且 學習 測定 尺度 作成を し つ ストラテジーを するための を したものである。

韓國 大學 日本語專攻學生 名 對象 學習 項目 使用 學習者 要の つの の を に ストラテジー の と の

因 關 質問紙調査 行に する を った。

質問紙 得 回答 因子分析 因子 抽出 下位尺度 項目から られた データを し を した これを。

他者利用 會話練習 注意集中 積 重 利用 文字依存 記憶工夫 對照分析み ね メディア と

名 學習者要因 學習者し と づけ と ストラテ

關係 調ジーとの を べた。

分析 結果 日本語 好 態度 學習 使用 全 下位尺度 有意の が きであるという は ストラテジー が ての に

大 來日 經驗者 他者利用 注意集中 利用 學院 學習經驗者に きかった の は メディア を での。

積 重は み ね 注意集中 有意 多 使用 高校 日本語選擇者 積 重 女を に く していた の は み ね を。

子學生 注意集中 男子學生 利用 多 使用は を は メディア を く していることがわかった また。

檢討 結果 學習 尺度 信賴性 妥當性した ストラテジー は および があることがわかり

日本語敎育 學習者 敎師 役 立 考で に に つものと えられる。

學習 敎師 自律學習 學習者要因キーワード ストラテジー ストラテジー： 　 　 　

因子分析 信賴性 妥當性　 　

: (住 所 305-764) 220大田廣域市儒城區弓洞 番地 忠南大學校 日語日文學科

:電 話 042-821-5290

E-mail : hitomee31@hotmail.com


